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計
画
の
目
的

計
画
の
目
的

 

公
共
施
設
の
計
画
的
な

保
全
を
行
い
ま
す 

　

計
画
的
な
保
全
を
着
実
に
行
う
た
め

に
は
、財
政
負
担
の
軽
減
と
平
準
化
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、施
設
を
良
好
な
状
態

に
保
つ
た
め
の
計
画
を
施
設
ご
と
に
作

成
し
、
日
常
的
な
点
検
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、社
会
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
機
能
な
ど
を
付
加
し

て
い
き
ま
す
。

 

公
共
施
設
の
総
量
を

40
年
間
で
30
％
削
減
し
ま
す

　

将
来
、公
共
施
設
に
投
資
可
能
な
額

を
推
計
す
る
と
、負
担
を
残
す
こ
と
な
く

引
き
継
い
で
い
け
る
公
共
施
設
の
総
量

（
延
床
面
積
）は
、現
在
の
総
量
の
７
割

程
度
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供

し
て
い
く
た
め
に
、公
共
施
設
の
あ
り

方
を
見
直
し
、公
共
施
設
の
総
量（
延
床

面
積
）の
30
％
を
削
減
し
ま
す
。

 
機
能
重
視
の

統
廃
合
な
ど
を
進
め
ま
す

　

公
共
施
設
の
多
く
は
、施
設
単
体
で

建
て
ら
れ
て
き
た
た
め
に
、会
議
室
や

調
理
室
な
ど
、機
能
が
類
似
・
重
複
し
て

　「狭山市公共施設

等総合管理計画」の

冊子は、地区セン

ター、公民館、図

書館でご覧いた

だけるほか、公

式ホームページ

からもダウンロードできます。

 

維
持
費
の
縮
減
が
図
れ
ま
す

　

統
廃
合
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

長
期
的
な
視
点
か
ら
は
、公
共
施
設
全
体

の
維
持
費
や
運
営
費
を
縮
減
で
き
ま
す
。

計
画
を
よ
り
理
解
い
た
だ
く
た
め
に

計
画
を
よ
り
理
解
い
た
だ
く
た
め
に

　

こ
の
計
画
の
趣
旨
を
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
き
、公
共
施
設
の
再
編
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
け
る

よ
う
、次
の
日
程
で
計
画
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、公
共
施
設
の
再
編
を
テ

い
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。利
用

率
の
低
さ
と
と
も
に
、平
成
28
年
度
に

行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
は
、

ニ
ー
ズ
も
低
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、公
共
施
設
が
有
す
る
機
能

に
焦
点
を
当
て
、類
似
・
重
複
し
て
い
る

場
合
は
統
廃
合
な
ど（
図
１
）を
進
め
る

と
と
も
に
、規
模
や
配
置
、公
共
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
を
見
直
し
ま
す
。ま
た
、バ

リ
ア
フ
リ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
応
に

も
配
慮
し
た
、よ
り
利
用
し
や
す
い
施

設
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な
ど
、公
共

施
設
の
再
編
に
取
り
組
み
ま
す（
図
２
）。

　形あるものは、時間の経過とともに、傷み・破損などの老朽化が進みます。市内にある公共

施設も例外ではありません。

　今ある公共施設を、将来にわたり維持していくためには、莫大な費用がかかることから、

財政的にも、大きな選択を迫られるのは時間の問題です。そのため、長期的な視点から、公共

施設の配置を適正化し、財政負担の軽減と平準化を図り、必要な公共施設を将来に引き継い

でいけるよう策定した計画が、期間を平成68年度までの40年間とする「狭山市公共施設等

総合管理計画」です。

　市では、この計画に基づいて、公共施設の改修や建て替えなどの時機を捉えて、統廃合など

をはじめとする公共施設の再編を進めていきます。今月はこの計画についてお知らせします。

将来将来にに公共施設公共施設をを

　　　　　　　引　　　　　　　引きき継継ぐためにぐために

狭山市公共施設等総合管理計画を推進狭山市公共施設等総合管理計画を推進

ー
マ
に
し
た
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。日
程
な
ど

が
決
ま
り
次
第
、広
報
さ
や
ま
、公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
今
後
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
踏

　

ま
え
、公
共
施
設
の
再
編
に
関
す
る
詳
細

　

な
計
画
と
し
て「
狭
山
市
公
共
施
設
再
編

　

計
画（
仮
称
）」を
策
定
す
る
予
定
で
す

問
合
せ
行
政
経
営
課
へ
内
線
７
２
３
１

期
待
で
き
る
効
果

期
待
で
き
る
効
果

 

財
政
負
担
の
軽
減
と

平
準
化
が
図
ら
れ
ま
す

　

今
あ
る
公
共
施
設
の
約
７
割
は
30
年

以
上
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、し
か

も
建
て
ら
れ
た
時
期
が
近
い
も
の
が
数

多
く
存
在
し
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
建
て
替
え
の
時
期
も

費
用
も
一
時
期
に
集
中
し
て
し
ま
い
ま

す
が
、計
画
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り

財
政
負
担
の
軽
減
、平
準
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 

公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
が

維
持
で
き
ま
す

　

人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
の
進
展
に

伴
う
税
収
減
と
、増
加
す
る
社
会
保
障

関
係
費
な
ど
か
ら
、厳
し
い
財
政
状
況

が
見
込
ま
れ
る
中
に
あ
っ
て
も
、必
要

な
公
共
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

公
共
施
設
に
変
わ
り
ま
す

　

再
編
に
よ
り
、利
便
性
を
向
上
さ
せ
、

時
代
の
求
め
に
適
応
し
た
公
共
施
設
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

■得られる効果

〇公共施設の総量（延床面積）の減少により、整備費、管
　理運営費などが縮減される
〇 図書室、公民館などの機能の複合化により、学校が多機
能化し、児童生徒の多様な学習と体験活動が実現する
〇 地域における生涯学習・コミュニティーの拠点（図書室、
公民館など）として多様な世代との交流を促進できる
〇慣れ親しんだ施設であれば、災害時にも安心して避
　難できる
〇これまで使用されていなかった時間帯や期間を地域に
　開放することで、地域住民も施設を有効に利用できる

■再編の一例

狭山市公共施設等総合管理計画を推進

　小・中学校に地域の活動施設を複合化するパターン
を紹介します。

【前提条件】
・ 小・中学校の大規模な改修や建て替えの時機に合わ
　せて、地域住民が活動する公民館などの機能を複合
　化する
・ 体育館やプール、図書室などは、学校と地域、双方で使
　用する

狭山市公共施設等総合管理計画
の説明会 日程

※ご都合の良い会場にお越しください。
　時間は1時間30分程度です

　開 催 日    時間　　会　　場

11月20日㈪　19時　中央公民館

11月21日㈫　19時　入曽公民館

11月22日㈬　19時　新狭山公民館

11月24日㈮　19時　広瀬公民館

11月28日㈫　19時　堀兼公民館

《計画書をご覧ください》

(図2)(図2)

音楽室・音楽室・
調理室など調理室など

スポーツ機能
として活用

公民館などの機
能として活用

図書館機能
として活用

設備・機能の充実設備・機能の充実

ホール・ホール・
学習室など学習室など

学校と地域で利用学校と地域で利用

普通教室普通教室

管理棟管理棟

【学校利用】

学　校

体　育　館体　育　館

プ　ー　ルプ　ー　ル

図　書　室図　書　室

▶

▶

▶

▶

機能を重視した統廃合などのイメージ機能を重視した統廃合などのイメージ

廃止施設の廃止施設の
売却、貸付売却、貸付

廃止施設の廃止施設の
売却、貸付売却、貸付

機能の集約機能の集約
化・複合化化・複合化

重複機能重複機能
の集約化の集約化

老朽化した老朽化した
単独施設単独施設

低稼働低稼働
の施設の施設

機能重複機能重複

▶ ▶

(図1)(図1)

▶

▶

異種機能異種機能
の複合化の複合化
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